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１．件  名  デジタル複合機の賃貸借 

 

２．納入期限  令和５年６月３０日 

 

３．保守期間  令和５年７月１日～令和１０年６月３０日（５年間） 

 

４．内容     別表の仕様を満たすデジタル複合機の使用、複写に必要な消耗品の供給、良

好な機械状態を維持するための保守等についてすべてを含む状態で、1 枚あ

たりの複写料（カウンター料）により単価契約を行う。なお、単価には機器

の搬入設置及び撤去時の搬出経費を含む。 

 

５．納入場所  大阪府交野市私部一丁目１番１号  

交野市市民部 市民課 

デジタル複合機 1 台 

 

６．年間予定 モノクロコピー及びプリント 96,000 枚 ／ 12 ヶ月 

印刷枚数  

＊予定印刷枚数は、過去の実績等に基づき算定したものであり、契約期間内に

おいて、現実に使用する数量を保証するものでなく、実際の数量が上回り、又

は下回っても契約単価は変わらないものとする。 

   

７．入札の方法 本件入札は、上記４のとおり、賃貸借に係る経費（６０ヶ月分）、保守に係る

経費（６０ヶ月分）、機器の搬入設置並びに撤去時の搬出経費を全て含んだ額

を集計した税抜き総額にて、1 枚あたりの単価を競うものとする。（銭単位 

例 2.50 円） 

 

８. 入札日 令和５年５月２５日 

 

９．納入に関する要件 

（１）各複合機を発注者が指定する場所に搬入し運用可能な状態で引き渡すこと。 

また、ネットワーク環境を設定し、IP アドレス等の設定、及びクライアント PC のプリ

ンタドライバーの設定を行うこと。尚、スキャン宛先は担当者と協議すること。 

（２）納入時に発生する梱包材等の廃棄物については、請負者が回収及び処分を行うこと。 

（３）床上に設置可能で新造機であること。 

（４）複合機の設置に際しては、発注者の業務等に支障の無いよう十分に注意し、また、発注

者の施設に損害を与えないよう十分な注意を払うこと。発注者の施設に損害を与えた場合

は、請負者の責任において原状復帰すること。 

（５）請負者は、発注者に対し、各複合機の適切な操作方法を指導し、発注者の業務が円滑に

遂行されるよう協力するものとする。 

（６）納入が完了した時点で、発注者の検査確認を受けること。その際、上記（１）～（４）

を満たしておらず不合格となった場合は、可及的速やかに納入に関する作業の修正（やり
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直し）を実施すること。 

（７）納入に係る費用は、全て受注者の負担とする。 

（８）その他納入に関する詳細な内容及び日程については、受注者と協議の上で決定すること

とする。 

 

１０．機能上の要件  

  別紙「デジタル複合機の機能要件」のとおり。 

 

１１．保守 

請負者は、物品が常時正常な状態で稼動しうるように契約期間において次に掲げる保守を行

うものとする。 

（１）保守体制 

本機器を常時正常な状態で使用できるように、下記の保守体制をとるものとする。 

ア 原則として、平日の午前 9 時 00 分から午後 5 時 30 分までに通知した障害に対応する

こと。 

イ 修理及び消耗品発注依頼の連絡先を当該機器の表面に明確に表示すること。 

ウ 障害発生時には、原則として２時間以内に保守要員を派遣して正常に作動するよう当該

機器の修理を行うこと。 

エ 点検等作業が終了次第、担当職員に実施した点検内容を記載した報告書を提出すること。 

（２）消耗品の補給 

本機器が常時正常な状態で稼動するように、不足することのないよう、消耗品（ドラム、

トナー等）を円滑に供給すること。また、発注者から消耗品の要求をした場合は、遅くと

も要求後２日以内（土日、祝日、年末年始期間（１２月２９日～翌年１月３日）は除く。）

に供給すること。 

（３）保守通知、消耗品配送、メーター検針について自動通知が可能であること。 

    また、自動通知機能の設定については、J-LIS（地方公共団体情報システム機構）が管理

する自治体 LGWAN-ASPに受注者の負担で登録を行い、安心なネットワークを保証するこ

と。 

（４）各月の精算 

当該契約における毎月の精算料金は、1 ヶ月間に複写した枚数に単価を乗じた額に消費

税額を加算した金額とする。 
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デジタル複合機の機能要件 

 

１ 基本機能 

メモリー容量     ４ＧＢ 

ストレージ      １２８ＧＢ 

読み取り解像度    ６００×６００ｄｐｉ 

書き込み解像度 ６００×６００ｄｐｉ 

複写サイズ  最小Ａ５～最大Ａ３（手差しが郵便ハガキに対応） 

各サイズとも両面複写に対応 

複写倍率  等倍（誤差０．７％以下） 

   固定倍率（用紙サイズ自動判定に対応）、任意倍率 

連続複写速度  1分あたりモノクロ５５枚以上（Ａ４ヨコ片面） 

            

給紙容量  ５９０枚以上×４トレイ＋手差し１００枚以上 

原稿サイズ自動判定  Ａ３、Ｂ４、Ａ４タテ、Ａ４ヨコ、Ｂ５タテ、Ｂ５ヨコ、Ａ５を自

動検知 

コピー機能等  自動用紙、自動倍率、自動濃度、2in1集約コピー、 

オフセットソート、拡大連写機能 

 

２ 自動両面原稿送り装置 

原稿送り装置の種類 自動両面原稿送り装置（センサーにより原稿の重送を検知する機能

を有すること） 

原稿サイズ  最小Ａ５～最大Ａ３ 

原稿収容可能枚数 １３０枚以上 

原稿読み取り速度   コピー時 モノクロ５５枚/分以上（Ａ４ヨコ片面） 

スキャン時 モノクロ８０枚/分以上（Ａ４ヨコ片面） 

３ プリンター機能 

書き込み解像度 コピー仕様に準ずる 

連続プリント速度 コピー仕様に準ずる 

プリントサイズ    コピー仕様に準ずる 

インターフェース      Ｅｔｈｅｒｎｅｔ １０００ＢＡＳＥ-Ｔ、１００ＢＡＳＥ-ＴＸ、１

０ＢＡＳＥ-Ｔ、ＵＳＢ３．０  

通信プロトコル ＴＣＰ/ＩＰ（ネットワークプリンターとして使用できること） 

対応 OS  Ｗｉｎｄｏｗｓ ８．１以降の全てのＯＳ 

 

４ スキャン機能 

スキャンの種類 スキャナー 

           白紙除去、画像正立を自動で実行できること 

パソコン側にソフト等をインストールすることなく、本体のみの機

能で、スキャン文書をＷｏｒｄ,Ｅｘｅｌに変換できること 

自動原稿送りを使用してスキャンする際、非定型サイズや小サイズ

原稿を最も近い定型サイズに自動で収めてスキャンできること 
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スキャン方式     ＰＣ保存、Ｅ-ｍａｉｌ、ボックス保存（ボックスごとに使用名称を

付けられ、パスワードを設定可能であること） 

ボックス管理機能   スキャン用蓄積ボックスに蓄積した文書は一定期間で自動削除 

が可能なこと。かつ、ユーザーごとに削除を「する」「しない」 

の設定をボックス毎に設定可能なこと 

最大読取サイズ Ａ３ 

読取解像度  ６００×６００ｄｐｉに対応していること 

読取速度  モノクロ８０枚/分以上 

出力フォーマット モノクロ 2値 : TIFF、PDF 

グレースケール/フルカラー：ＴＩＦＦ、ＪＰＥＧ、ＰＤＦ、 

高圧縮ＰＤＦ 

 

５ 環境性能      最大消費電力 1.5kWh以下であること。 

           エコマーク認定、グリーン購入法、国際エネルギースターに適 

合していること 

 

６ 本体の大きさ    幅６２０×奥行７２０×高さ１２００mm以内 

 

 

 


